
「吉凶・厄・甦る・蘇る「吉凶・厄・甦る・蘇る「吉凶・厄・甦る・蘇る「吉凶・厄・甦る・蘇る 4 」」」」 ■やはり悪い風邪が流行中。それで■やはり悪い風邪が流行中。それで■やはり悪い風邪が流行中。それで■やはり悪い風邪が流行中。それで
も二月の寒季を乗り切った。そして今月は気忙しい。こんな時期は「妙法」かも二月の寒季を乗り切った。そして今月は気忙しい。こんな時期は「妙法」かも二月の寒季を乗り切った。そして今月は気忙しい。こんな時期は「妙法」かも二月の寒季を乗り切った。そして今月は気忙しい。こんな時期は「妙法」か
らの心・技・体の自己管理だ。要は「仏法はご仏智」なのだ。季節や人生のらの心・技・体の自己管理だ。要は「仏法はご仏智」なのだ。季節や人生のらの心・技・体の自己管理だ。要は「仏法はご仏智」なのだ。季節や人生のらの心・技・体の自己管理だ。要は「仏法はご仏智」なのだ。季節や人生の
節目は現実にある。油断すれば、そこは思いもよらぬ「吉凶・厄」となる。そこ節目は現実にある。油断すれば、そこは思いもよらぬ「吉凶・厄」となる。そこ節目は現実にある。油断すれば、そこは思いもよらぬ「吉凶・厄」となる。そこ節目は現実にある。油断すれば、そこは思いもよらぬ「吉凶・厄」となる。そこ
で「占い」や「不合理な迷う心」に振り回されるのが人の情なのだからご用心なのだ。で「占い」や「不合理な迷う心」に振り回されるのが人の情なのだからご用心なのだ。で「占い」や「不合理な迷う心」に振り回されるのが人の情なのだからご用心なのだ。で「占い」や「不合理な迷う心」に振り回されるのが人の情なのだからご用心なのだ。
■世間でも「思い立ったが吉日」「凶は吉に通ず」と言う。元より仏法では「吉凶・厄」も、人■世間でも「思い立ったが吉日」「凶は吉に通ず」と言う。元より仏法では「吉凶・厄」も、人■世間でも「思い立ったが吉日」「凶は吉に通ず」と言う。元より仏法では「吉凶・厄」も、人■世間でも「思い立ったが吉日」「凶は吉に通ず」と言う。元より仏法では「吉凶・厄」も、人

の生きている姿の事である。言わば「生命現象」である。即ち「人生」の折々・事々の出来事での生きている姿の事である。言わば「生命現象」である。即ち「人生」の折々・事々の出来事での生きている姿の事である。言わば「生命現象」である。即ち「人生」の折々・事々の出来事での生きている姿の事である。言わば「生命現象」である。即ち「人生」の折々・事々の出来事で
ある。要は、そこには自分の歩いて来た「道」があるだけである。その報い「業報(ごうほう)」の事ある。要は、そこには自分の歩いて来た「道」があるだけである。その報い「業報(ごうほう)」の事ある。要は、そこには自分の歩いて来た「道」があるだけである。その報い「業報(ごうほう)」の事ある。要は、そこには自分の歩いて来た「道」があるだけである。その報い「業報(ごうほう)」の事
々が、そのままに、あるがままに、そこに、あるだけなのである。そこに本来「吉凶・厄」の価値は々が、そのままに、あるがままに、そこに、あるだけなのである。そこに本来「吉凶・厄」の価値は々が、そのままに、あるがままに、そこに、あるだけなのである。そこに本来「吉凶・厄」の価値は々が、そのままに、あるがままに、そこに、あるだけなのである。そこに本来「吉凶・厄」の価値は
無い。前進したければ悪道を避けて「未来に進む」。この選択の「妙道」しかない。その事の無い。前進したければ悪道を避けて「未来に進む」。この選択の「妙道」しかない。その事の無い。前進したければ悪道を避けて「未来に進む」。この選択の「妙道」しかない。その事の無い。前進したければ悪道を避けて「未来に進む」。この選択の「妙道」しかない。その事の
「善し悪し」は、自己の判断だ。だから、人には間違いも折りにある。だからこそ、十二分に逡巡「善し悪し」は、自己の判断だ。だから、人には間違いも折りにある。だからこそ、十二分に逡巡「善し悪し」は、自己の判断だ。だから、人には間違いも折りにある。だからこそ、十二分に逡巡「善し悪し」は、自己の判断だ。だから、人には間違いも折りにある。だからこそ、十二分に逡巡
し、それが不都合とならば、悔い改めればそこは「妙の道」である。し、それが不都合とならば、悔い改めればそこは「妙の道」である。し、それが不都合とならば、悔い改めればそこは「妙の道」である。し、それが不都合とならば、悔い改めればそこは「妙の道」である。
即ち「吉凶」自分持ちなのだ。「吉」となりたければ「吉」になる様にせョ。だから「魂」が悪道即ち「吉凶」自分持ちなのだ。「吉」となりたければ「吉」になる様にせョ。だから「魂」が悪道即ち「吉凶」自分持ちなのだ。「吉」となりたければ「吉」になる様にせョ。だから「魂」が悪道即ち「吉凶」自分持ちなのだ。「吉」となりたければ「吉」になる様にせョ。だから「魂」が悪道

に染まらぬように「その覚悟で生きョ」となる。反対に「凶」に走る人もいる。人それぞれに背負に染まらぬように「その覚悟で生きョ」となる。反対に「凶」に走る人もいる。人それぞれに背負に染まらぬように「その覚悟で生きョ」となる。反対に「凶」に走る人もいる。人それぞれに背負に染まらぬように「その覚悟で生きョ」となる。反対に「凶」に走る人もいる。人それぞれに背負
ったモノがある。信仰者は「自己の行為=業」を、「妙法の導き」にしっかりと引き寄せて「成仏のったモノがある。信仰者は「自己の行為=業」を、「妙法の導き」にしっかりと引き寄せて「成仏のったモノがある。信仰者は「自己の行為=業」を、「妙法の導き」にしっかりと引き寄せて「成仏のったモノがある。信仰者は「自己の行為=業」を、「妙法の導き」にしっかりと引き寄せて「成仏の
歩」を進めて行く事だ。それでも、何としてでも、めぐってくる吉凶の現象。人知・人力の及ばな歩」を進めて行く事だ。それでも、何としてでも、めぐってくる吉凶の現象。人知・人力の及ばな歩」を進めて行く事だ。それでも、何としてでも、めぐってくる吉凶の現象。人知・人力の及ばな歩」を進めて行く事だ。それでも、何としてでも、めぐってくる吉凶の現象。人知・人力の及ばな
いなりゆきを、見て感じてしまうのも情意である。そこは個個の境涯である。そこから道を下り続けいなりゆきを、見て感じてしまうのも情意である。そこは個個の境涯である。そこから道を下り続けいなりゆきを、見て感じてしまうのも情意である。そこは個個の境涯である。そこから道を下り続けいなりゆきを、見て感じてしまうのも情意である。そこは個個の境涯である。そこから道を下り続け
て、「吉凶」にハマり続ける境涯は、三毒に濃すぎて甦りは遠い。それは成仏に遠くアワレである。て、「吉凶」にハマり続ける境涯は、三毒に濃すぎて甦りは遠い。それは成仏に遠くアワレである。て、「吉凶」にハマり続ける境涯は、三毒に濃すぎて甦りは遠い。それは成仏に遠くアワレである。て、「吉凶」にハマり続ける境涯は、三毒に濃すぎて甦りは遠い。それは成仏に遠くアワレである。
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末法に入って 法華経を持つ男女の姿よりほかには 宝末法に入って 法華経を持つ男女の姿よりほかには 宝末法に入って 法華経を持つ男女の姿よりほかには 宝末法に入って 法華経を持つ男女の姿よりほかには 宝
塔はないのである。もしそうであるならば 貴賤上下をえらば塔はないのである。もしそうであるならば 貴賤上下をえらば塔はないのである。もしそうであるならば 貴賤上下をえらば塔はないのである。もしそうであるならば 貴賤上下をえらば
ず、南無妙法蓮華経と唱える者は、我が身がそのまま宝塔ず、南無妙法蓮華経と唱える者は、我が身がそのまま宝塔ず、南無妙法蓮華経と唱える者は、我が身がそのまま宝塔ず、南無妙法蓮華経と唱える者は、我が身がそのまま宝塔
であり、また多宝如来である。妙法蓮華経よりほかには宝塔であり、また多宝如来である。妙法蓮華経よりほかには宝塔であり、また多宝如来である。妙法蓮華経よりほかには宝塔であり、また多宝如来である。妙法蓮華経よりほかには宝塔
はないのである。法華経の題目は宝塔であり、宝塔はまた南はないのである。法華経の題目は宝塔であり、宝塔はまた南はないのである。法華経の題目は宝塔であり、宝塔はまた南はないのである。法華経の題目は宝塔であり、宝塔はまた南
無妙法蓮華経である。今阿仏上人の一身は地水火風空無妙法蓮華経である。今阿仏上人の一身は地水火風空無妙法蓮華経である。今阿仏上人の一身は地水火風空無妙法蓮華経である。今阿仏上人の一身は地水火風空
の五大であり、この五大は題目の五字である。それゆえ阿の五大であり、この五大は題目の五字である。それゆえ阿の五大であり、この五大は題目の五字である。それゆえ阿の五大であり、この五大は題目の五字である。それゆえ阿
仏房はそのまま宝塔であり、宝塔はそのまま阿仏房である。仏房はそのまま宝塔であり、宝塔はそのまま阿仏房である。仏房はそのまま宝塔であり、宝塔はそのまま阿仏房である。仏房はそのまま宝塔であり、宝塔はそのまま阿仏房である。
この信解以外の才覚は無益である。聞・信・戒・定・進・捨・この信解以外の才覚は無益である。聞・信・戒・定・進・捨・この信解以外の才覚は無益である。聞・信・戒・定・進・捨・この信解以外の才覚は無益である。聞・信・戒・定・進・捨・
慚という七宝をもって飾った宝塔である。慚という七宝をもって飾った宝塔である。慚という七宝をもって飾った宝塔である。慚という七宝をもって飾った宝塔である。

2024 ●令和６年やよい●令和６年やよい●令和６年やよい●令和６年やよい(弥生・いやよい弥生・いやよい弥生・いやよい弥生・いやよい)「折伏前進の年」「折伏前進の年」「折伏前進の年」「折伏前進の年」 kirimoto3@msn.com http://hokkekou.com/burogu/

講中お知らせ ３月号講中お知らせ ３月号講中お知らせ ３月号講中お知らせ ３月号

発行人桐本昌吾／デザイン玉置實＊発行人桐本昌吾／デザイン玉置實＊発行人桐本昌吾／デザイン玉置實＊発行人桐本昌吾／デザイン玉置實＊記事・画像の copy・download 転載引用等は禁じます。法華講宝相寺支部「講中法華講宝相寺支部「講中法華講宝相寺支部「講中法華講宝相寺支部「講中お知知知知らせ」編集室編集室編集室編集室 0739-22-2232

■日如上人御指南■日如上人御指南■日如上人御指南■日如上人御指南
謗法に対しては厳しく破折をしていく謗法に対しては厳しく破折をしていく謗法に対しては厳しく破折をしていく謗法に対しては厳しく破折をしていく
のです。それは、その人を救うためだかのです。それは、その人を救うためだかのです。それは、その人を救うためだかのです。それは、その人を救うためだか
らです。今も多くの人が間違った信仰らです。今も多くの人が間違った信仰らです。今も多くの人が間違った信仰らです。今も多くの人が間違った信仰
や思想、誤った考え方に執われて、不や思想、誤った考え方に執われて、不や思想、誤った考え方に執われて、不や思想、誤った考え方に執われて、不
幸に喘いでいます。その姿を見た時に、幸に喘いでいます。その姿を見た時に、幸に喘いでいます。その姿を見た時に、幸に喘いでいます。その姿を見た時に、
私達は、その人達を救うために、その私達は、その人達を救うために、その私達は、その人達を救うために、その私達は、その人達を救うために、その
人の持っている考え方、間違った信仰人の持っている考え方、間違った信仰人の持っている考え方、間違った信仰人の持っている考え方、間違った信仰
を破折してあげなければなりません。これを破折してあげなければなりません。これを破折してあげなければなりません。これを破折してあげなければなりません。これ
が折伏なのであります。が折伏なのであります。が折伏なのであります。が折伏なのであります。（大日蓮・令和五

年十月号）

○宝塔涌現の意義○宝塔涌現の意義○宝塔涌現の意義○宝塔涌現の意義

阿仏房は「多宝如来涌現の宝塔阿仏房は「多宝如来涌現の宝塔阿仏房は「多宝如来涌現の宝塔阿仏房は「多宝如来涌現の宝塔
何事を表はし給ふや」と問う。「此の法何事を表はし給ふや」と問う。「此の法何事を表はし給ふや」と問う。「此の法何事を表はし給ふや」と問う。「此の法
門ゆゝしき大事なり」宝塔とは寿量文底門ゆゝしき大事なり」宝塔とは寿量文底門ゆゝしき大事なり」宝塔とは寿量文底門ゆゝしき大事なり」宝塔とは寿量文底
の南無妙法蓮華経の題目なり。大聖の南無妙法蓮華経の題目なり。大聖の南無妙法蓮華経の題目なり。大聖の南無妙法蓮華経の題目なり。大聖
人御図顕の漫荼羅御本尊なり。人御図顕の漫荼羅御本尊なり。人御図顕の漫荼羅御本尊なり。人御図顕の漫荼羅御本尊なり。
「末法に入って法華経を持つ男女「末法に入って法華経を持つ男女「末法に入って法華経を持つ男女「末法に入って法華経を持つ男女

のすがたより外には 宝塔なきなり」御のすがたより外には 宝塔なきなり」御のすがたより外には 宝塔なきなり」御のすがたより外には 宝塔なきなり」御
本尊に向かって題目を唱えて行く姿は本尊に向かって題目を唱えて行く姿は本尊に向かって題目を唱えて行く姿は本尊に向かって題目を唱えて行く姿は
宝塔と顕れている。宝塔と顕れている。宝塔と顕れている。宝塔と顕れている。
総本山第六十六世日達上人「お総本山第六十六世日達上人「お総本山第六十六世日達上人「お総本山第六十六世日達上人「お

題目を唱える我々は即ち宝塔、我々題目を唱える我々は即ち宝塔、我々題目を唱える我々は即ち宝塔、我々題目を唱える我々は即ち宝塔、我々
即ち南無妙法蓮華経である。妙法蓮即ち南無妙法蓮華経である。妙法蓮即ち南無妙法蓮華経である。妙法蓮即ち南無妙法蓮華経である。妙法蓮
華経即ち宝塔、宝塔即ち妙法蓮華経華経即ち宝塔、宝塔即ち妙法蓮華経華経即ち宝塔、宝塔即ち妙法蓮華経華経即ち宝塔、宝塔即ち妙法蓮華経
を唱えるところの我々であるということを、を唱えるところの我々であるということを、を唱えるところの我々であるということを、を唱えるところの我々であるということを、
はっきりお考えになればいいと思うのであはっきりお考えになればいいと思うのであはっきりお考えになればいいと思うのであはっきりお考えになればいいと思うのであ
ります」この仏法に出逢えし福徳に感謝ります」この仏法に出逢えし福徳に感謝ります」この仏法に出逢えし福徳に感謝ります」この仏法に出逢えし福徳に感謝
し、いよいよ自行化他の仏道修行に邁し、いよいよ自行化他の仏道修行に邁し、いよいよ自行化他の仏道修行に邁し、いよいよ自行化他の仏道修行に邁
進しよう。進しよう。進しよう。進しよう。
○粘り強い折伏の実践を○粘り強い折伏の実践を○粘り強い折伏の実践を○粘り強い折伏の実践を

「聞・信・戒・定・進・捨・慚の七宝を「聞・信・戒・定・進・捨・慚の七宝を「聞・信・戒・定・進・捨・慚の七宝を「聞・信・戒・定・進・捨・慚の七宝を
以てかざりたる宝塔なり」と要諦を教示以てかざりたる宝塔なり」と要諦を教示以てかざりたる宝塔なり」と要諦を教示以てかざりたる宝塔なり」と要諦を教示
します。します。します。します。
「聞」とは正法を聞くこと、「信」とは「聞」とは正法を聞くこと、「信」とは「聞」とは正法を聞くこと、「信」とは「聞」とは正法を聞くこと、「信」とは

その正法を信受すること、「戒」とは非その正法を信受すること、「戒」とは非その正法を信受すること、「戒」とは非その正法を信受すること、「戒」とは非
法を防ぎ悪法をとどめること、「定」とは法を防ぎ悪法をとどめること、「定」とは法を防ぎ悪法をとどめること、「定」とは法を防ぎ悪法をとどめること、「定」とは
散乱の心を破して安定した信心に住す散乱の心を破して安定した信心に住す散乱の心を破して安定した信心に住す散乱の心を破して安定した信心に住す
ること、「進」とは唱題・折伏に精進するること、「進」とは唱題・折伏に精進するること、「進」とは唱題・折伏に精進するること、「進」とは唱題・折伏に精進する
こと、「捨」とは謗法への執着心を捨てこと、「捨」とは謗法への執着心を捨てこと、「捨」とは謗法への執着心を捨てこと、「捨」とは謗法への執着心を捨て
ること、「慚ること、「慚ること、「慚ること、「慚(慙慙慙慙)」とは自らの慢心や懈」とは自らの慢心や懈」とは自らの慢心や懈」とは自らの慢心や懈
怠を恥じて反省することです。怠を恥じて反省することです。怠を恥じて反省することです。怠を恥じて反省することです。
信行力の具体例です。ココに私達信行力の具体例です。ココに私達信行力の具体例です。ココに私達信行力の具体例です。ココに私達

の、真の幸せを求める道。成仏の境界の、真の幸せを求める道。成仏の境界の、真の幸せを求める道。成仏の境界の、真の幸せを求める道。成仏の境界
を築く術があるのです。諦めないこと、粘を築く術があるのです。諦めないこと、粘を築く術があるのです。諦めないこと、粘を築く術があるのです。諦めないこと、粘
り強い折伏こそが仏道を開く鍵となりまり強い折伏こそが仏道を開く鍵となりまり強い折伏こそが仏道を開く鍵となりまり強い折伏こそが仏道を開く鍵となりま
す。これからの時節、大いに活動の範す。これからの時節、大いに活動の範す。これからの時節、大いに活動の範す。これからの時節、大いに活動の範
囲を広げ、精進いたしましょう。囲を広げ、精進いたしましょう。囲を広げ、精進いたしましょう。囲を広げ、精進いたしましょう。
□まとめ 今月は春のお彼岸□まとめ 今月は春のお彼岸□まとめ 今月は春のお彼岸□まとめ 今月は春のお彼岸

が行われます。有縁の方々に寺が行われます。有縁の方々に寺が行われます。有縁の方々に寺が行われます。有縁の方々に寺
院参詣を勧める機会です。相手院参詣を勧める機会です。相手院参詣を勧める機会です。相手院参詣を勧める機会です。相手
の方と共に参詣し、日蓮正宗につの方と共に参詣し、日蓮正宗につの方と共に参詣し、日蓮正宗につの方と共に参詣し、日蓮正宗につ
いて知っていただき、折伏に繋げいて知っていただき、折伏に繋げいて知っていただき、折伏に繋げいて知っていただき、折伏に繋げ
てまいりましょう。てまいりましょう。てまいりましょう。てまいりましょう。

■「謗法厳戒・ほうぼうげんかい」■「謗法厳戒・ほうぼうげんかい」■「謗法厳戒・ほうぼうげんかい」■「謗法厳戒・ほうぼうげんかい」
幼稚園児も小学生ともなれば、個性はい幼稚園児も小学生ともなれば、個性はい幼稚園児も小学生ともなれば、個性はい幼稚園児も小学生ともなれば、個性はい

ろいろあるけれど、少しばかりキリリとしてくる。ろいろあるけれど、少しばかりキリリとしてくる。ろいろあるけれど、少しばかりキリリとしてくる。ろいろあるけれど、少しばかりキリリとしてくる。
仏法信仰者も少しは目覚てくれば、因果を仏法信仰者も少しは目覚てくれば、因果を仏法信仰者も少しは目覚てくれば、因果を仏法信仰者も少しは目覚てくれば、因果を
無視する外道の考え・乱暴粗雑な行為はし無視する外道の考え・乱暴粗雑な行為はし無視する外道の考え・乱暴粗雑な行為はし無視する外道の考え・乱暴粗雑な行為はし
なくなる。「不合理な迷信」も退けて生活でなくなる。「不合理な迷信」も退けて生活でなくなる。「不合理な迷信」も退けて生活でなくなる。「不合理な迷信」も退けて生活で
き。宗教者としての倫理も自覚されれば、ヤクき。宗教者としての倫理も自覚されれば、ヤクき。宗教者としての倫理も自覚されれば、ヤクき。宗教者としての倫理も自覚されれば、ヤク
ザな行為はしなくなる。ザな行為はしなくなる。ザな行為はしなくなる。ザな行為はしなくなる。
だが、ガチガチすぎては困る。それは、心だが、ガチガチすぎては困る。それは、心だが、ガチガチすぎては困る。それは、心だが、ガチガチすぎては困る。それは、心

地好い性質だと思うけども、角が立ちすぎて地好い性質だと思うけども、角が立ちすぎて地好い性質だと思うけども、角が立ちすぎて地好い性質だと思うけども、角が立ちすぎて
は「宮仕え・集団行動」には不便である(-_-;)は「宮仕え・集団行動」には不便である(-_-;)は「宮仕え・集団行動」には不便である(-_-;)は「宮仕え・集団行動」には不便である(-_-;)
正宗も厳格な中に「融融無碍・ゆうずう正宗も厳格な中に「融融無碍・ゆうずう正宗も厳格な中に「融融無碍・ゆうずう正宗も厳格な中に「融融無碍・ゆうずう-

むげ」の余裕はある。それを「四悉檀・しむげ」の余裕はある。それを「四悉檀・しむげ」の余裕はある。それを「四悉檀・しむげ」の余裕はある。それを「四悉檀・し-しっしっしっしっ
たん」「随方毘尼・ずいほうたん」「随方毘尼・ずいほうたん」「随方毘尼・ずいほうたん」「随方毘尼・ずいほう-びに」と言う。世びに」と言う。世びに」と言う。世びに」と言う。世
界悉檀界悉檀界悉檀界悉檀((((せかいせかいせかいせかい-しったんしったんしったんしったん))))・為人悉檀・為人悉檀・為人悉檀・為人悉檀((((いじんいじんいじんいじん-
しったんしったんしったんしったん))))・対治悉檀・第一義悉檀という。・対治悉檀・第一義悉檀という。・対治悉檀・第一義悉檀という。・対治悉檀・第一義悉檀という。
(大白法(大白法(大白法(大白法((((0977平成平成平成平成 30年年年年 03月月月月 16号)号)号)号)
■「成仏の義」に反し■「成仏の義」に反し■「成仏の義」に反し■「成仏の義」に反し

ないのであれば、盆踊りなないのであれば、盆踊りなないのであれば、盆踊りなないのであれば、盆踊りな
どの地域の風俗や習慣どの地域の風俗や習慣どの地域の風俗や習慣どの地域の風俗や習慣
に準ずる。この次第で当に準ずる。この次第で当に準ずる。この次第で当に準ずる。この次第で当
宗は、厄年、祈願、祈念宗は、厄年、祈願、祈念宗は、厄年、祈願、祈念宗は、厄年、祈願、祈念
などを受け入れる。などを受け入れる。などを受け入れる。などを受け入れる。
■日蓮大聖人様は「法華経こそすべての■日蓮大聖人様は「法華経こそすべての■日蓮大聖人様は「法華経こそすべての■日蓮大聖人様は「法華経こそすべての

大良薬・りょう‐やく」と覚られた。鎌倉時代当大良薬・りょう‐やく」と覚られた。鎌倉時代当大良薬・りょう‐やく」と覚られた。鎌倉時代当大良薬・りょう‐やく」と覚られた。鎌倉時代当
時の信徒中にも「厄」「病」など、様々な心時の信徒中にも「厄」「病」など、様々な心時の信徒中にも「厄」「病」など、様々な心時の信徒中にも「厄」「病」など、様々な心
身の病や生活の悩みがあった。何にしても、身の病や生活の悩みがあった。何にしても、身の病や生活の悩みがあった。何にしても、身の病や生活の悩みがあった。何にしても、
そこでの吉凶と、そこからの「甦生」の根源とそこでの吉凶と、そこからの「甦生」の根源とそこでの吉凶と、そこからの「甦生」の根源とそこでの吉凶と、そこからの「甦生」の根源と
なる「妙法信仰の大道」をキチンと教え、示なる「妙法信仰の大道」をキチンと教え、示なる「妙法信仰の大道」をキチンと教え、示なる「妙法信仰の大道」をキチンと教え、示
し、添えられて後、而して、祈願されている。し、添えられて後、而して、祈願されている。し、添えられて後、而して、祈願されている。し、添えられて後、而して、祈願されている。

■大聖人様は常に法華経こそ心身の病気■大聖人様は常に法華経こそ心身の病気■大聖人様は常に法華経こそ心身の病気■大聖人様は常に法華経こそ心身の病気
の最大の良薬である。法華経の利益は頼もしいの最大の良薬である。法華経の利益は頼もしいの最大の良薬である。法華経の利益は頼もしいの最大の良薬である。法華経の利益は頼もしい
のである。厄年の災難を払う秘法とは、法華経のである。厄年の災難を払う秘法とは、法華経のである。厄年の災難を払う秘法とは、法華経のである。厄年の災難を払う秘法とは、法華経
の「妙益」であると。「妙法の妙益・利益」を仰の「妙益」であると。「妙法の妙益・利益」を仰の「妙益」であると。「妙法の妙益・利益」を仰の「妙益」であると。「妙法の妙益・利益」を仰
せになっている。せになっている。せになっている。せになっている。
ある婦人には「三十三歳のあなたの厄は、法ある婦人には「三十三歳のあなたの厄は、法ある婦人には「三十三歳のあなたの厄は、法ある婦人には「三十三歳のあなたの厄は、法

華経の利益によって そのまま三十三の幸いと華経の利益によって そのまま三十三の幸いと華経の利益によって そのまま三十三の幸いと華経の利益によって そのまま三十三の幸いと
なる。福は重なって行きますョ。」「わざわいは転なる。福は重なって行きますョ。」「わざわいは転なる。福は重なって行きますョ。」「わざわいは転なる。福は重なって行きますョ。」「わざわいは転
じて幸いとなりますョ。」と仰せである。じて幸いとなりますョ。」と仰せである。じて幸いとなりますョ。」と仰せである。じて幸いとなりますョ。」と仰せである。
「法華経の信仰に、なんとも覚りに遠く、どうし「法華経の信仰に、なんとも覚りに遠く、どうし「法華経の信仰に、なんとも覚りに遠く、どうし「法華経の信仰に、なんとも覚りに遠く、どうし

ても感応ても感応ても感応ても感応((((かんのうかんのうかんのうかんのう))))が薄い人でも、ご信心の方が薄い人でも、ご信心の方が薄い人でも、ご信心の方が薄い人でも、ご信心の方
は結果として、物事を正しく見ることができる人には結果として、物事を正しく見ることができる人には結果として、物事を正しく見ることができる人には結果として、物事を正しく見ることができる人に
なるのです。」となるのです。」となるのです。」となるのです。」と
「逆に、何でも知っていると思えるような人で「逆に、何でも知っていると思えるような人で「逆に、何でも知っていると思えるような人で「逆に、何でも知っていると思えるような人で

も、結果として仏法を謗る人、成仏できない人にも、結果として仏法を謗る人、成仏できない人にも、結果として仏法を謗る人、成仏できない人にも、結果として仏法を謗る人、成仏できない人に
なってしまうのである」とも仰せです。なってしまうのである」とも仰せです。なってしまうのである」とも仰せです。なってしまうのである」とも仰せです。
「法門をいかにも知っているというような人は、「法門をいかにも知っているというような人は、「法門をいかにも知っているというような人は、「法門をいかにも知っているというような人は、

ややもすると悪い人だ」とも仰せです。ややもすると悪い人だ」とも仰せです。ややもすると悪い人だ」とも仰せです。ややもすると悪い人だ」とも仰せです。
■人にありがちな、故に、信仰者にもありがち■人にありがちな、故に、信仰者にもありがち■人にありがちな、故に、信仰者にもありがち■人にありがちな、故に、信仰者にもありがち

な「慢心の誡め」を、自己への戒めとして受けな「慢心の誡め」を、自己への戒めとして受けな「慢心の誡め」を、自己への戒めとして受けな「慢心の誡め」を、自己への戒めとして受け
止めるのです。その上で我等は大御本尊様の止めるのです。その上で我等は大御本尊様の止めるのです。その上で我等は大御本尊様の止めるのです。その上で我等は大御本尊様の
信者として、「妙法の信仰者」として「気高く・け信者として、「妙法の信仰者」として「気高く・け信者として、「妙法の信仰者」として「気高く・け信者として、「妙法の信仰者」として「気高く・け
なげ」な「自受法楽(じじゅ-ほうらく)の信仰者となげ」な「自受法楽(じじゅ-ほうらく)の信仰者となげ」な「自受法楽(じじゅ-ほうらく)の信仰者となげ」な「自受法楽(じじゅ-ほうらく)の信仰者と
なって「成仏・甦生の道」を生きるのです。なって「成仏・甦生の道」を生きるのです。なって「成仏・甦生の道」を生きるのです。なって「成仏・甦生の道」を生きるのです。
■なんせ、そこにだけ、大御本尊様の成仏■なんせ、そこにだけ、大御本尊様の成仏■なんせ、そこにだけ、大御本尊様の成仏■なんせ、そこにだけ、大御本尊様の成仏

の功徳・利益が、始めて自己に具わり開花・展の功徳・利益が、始めて自己に具わり開花・展の功徳・利益が、始めて自己に具わり開花・展の功徳・利益が、始めて自己に具わり開花・展
開するのです。開するのです。開するのです。開するのです。
＊御書 太 田 左 衛 門 尉 御 返＊御書 太 田 左 衛 門 尉 御 返＊御書 太 田 左 衛 門 尉 御 返＊御書 太 田 左 衛 門 尉 御 返
事 四条金吾殿女房御返事 法華事 四条金吾殿女房御返事 法華事 四条金吾殿女房御返事 法華事 四条金吾殿女房御返事 法華
題目抄上野殿御返事 経王殿御返題目抄上野殿御返事 経王殿御返題目抄上野殿御返事 経王殿御返題目抄上野殿御返事 経王殿御返
事事事事


